
　体を動かす遊びでは、保育者自身がプレイリーダーと
なり、子供の「遊びたい」という欲求を引き出す環境づく
りが大切です。プレイリーダーを招いた指導者向け研修
会や遊びの実践学習会などを通して、数多くのリーダーが
育っています。
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保育者の声
遊びの一環として掃除を取り入れることで、しゃがむ力や腕の力、体の安定感は確実に増しています。また、1 人の子が一
生懸命雑草を抜いているところへ他の子が手伝いに行くなど、友達と力を合わせることにもつながっていると感じます。

●お手伝い・お掃除

遊びの例：
１）全員、軍手をはめ、必要な道具を持って、掃除をする

場所に行きます。
２）３・４歳児は、手を使って、落ちているゴミや落ち葉を

拾います。
３）５歳児はほうき、熊手、ちりとりなどを使って掃除を

します。

ポイント：
・掃除をする公園などに立ち入り禁止の場所が

あったり、水がたまっていたりして危ない場所
がある場合は、立ち入らないよう、遊ぶ前にしっ
かりと伝えておきましょう。

・始めのうちはグループを作り、拾う係、袋に入
れる係などを決めて行うといいでしょう。
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手軽で楽しい遊びの例

みんなで遊ぶ大好きな場所。楽しい遊びに充実感があるから片付けも楽しくできる。
親しみのある場所だから掃除しようと思う。みんなできれいにすれば、もっと楽しいね。

研修会・学習会等を通じて
プレイリーダーを育てる取組事例


